
はじめに

2021年度から、中学校で新教育課程が始まりました。
従来の４観点から３観点の評価となり、指導とともに、評価のやり方に困
惑を示す先生も多くいるのではないでしょうか。
その中でも特に、最も困難な評価観点は、「主体的に学習に取り組む態度」
と言えるでしょう。理由は簡単です。教師にとって、どのように評価をすれ
ばよいか、明解になっていないのです。
まして３観点です。評価に占める「主体的に学習に取り組む態度」の割合
は高いです。つまり、教師が下す評価は、最終的には、入試で用いられると
いうことになります。成績が開示され、それについて教師が説明責任を果た
さなくてはいけないのです。
そう考えると、もちろんいい加減には評価はつけられないはずです。
だからこそ、どうやって評価したらよいか、多くの教師は悩むのです。
本書は、「主体的に学習に取り組む態度」の指導と評価について、私なり
の考えを示します。もし私なら、こういう方法で、こう考える、ということ
を提示します。どうか、先生方も、ぜひ、主体的に

4 4 4 4

「主体的に学習に取り組
む態度」について、考察いただけたらと思います。
さて、「主体的に学習に取り組む態度」の評価についての話題になると、

きまって次のような話になります。

□✓「主体的に学習に取り組む態度」は、「思考・判断・表現」と一体化し
て評価する。よって、「思考・判断・表現」の結果と「主体的に学習に
取り組む態度」の評価は一致する。

□✓「思考・判断・表現」の評価が cなのに、「主体的に学習に取り組む態度」
の評価が aなのはあり得ない。なぜなら、主体的に学習に取り組んで
いれば、「思考・判断・表現」も高い評価が得られるはずだ。

□✓「主体的に学習に取り組む態度」は、単元末に評価するものだ。
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松浦（2022：3）でも述べているように、「『主体的に学習に取り組む態度』
は、『思考・判断・表現』と一体的に評価する」ということは、評価場面が
同じということであって、同じ評価結果にしなければならない、ということ
ではありません。松浦氏は、それを「著しい誤解」と言っています。
私もそう思います。松浦氏の言葉を借りれば誤解が多々あるのです。
例えば、本当に、ペーパーテストで、生徒の「主体的に学習に取り組む態
度」は評価できるのでしょうか。
また、生徒の振り返りや自己評価の記述で、評価していいのでしょうか。
評価の〈妥当性〉を考えたときに、私は無理があると思うのです。
そのような小さなところが、どうしても気になってしまうのです。
もしかしたら、私の考え方が誤っているのかもしれません。
しかし、『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』（国
立教育政策研究所）（以下、「参考資料」という）を始め、中央教育審議会の
関連資料を忠実に読み解きながら、考えに至ったのが、本書になります。
繰り返しますが、ただ「参考資料」に書いてあるからということではなく、
教師が主体的に考え、「主体的に学習に取り組む態度」とは、どういう態度
なのか、どういう態度となって現れるのか、私たちの考えを持つことが大事
だと思います。
本書は、様々な矛盾点を解決し、真に教師が自信を持って評価できるよう、
「主体的に学習に取り組む態度」に臨む考え方を整理し、指導と評価の仕方
を提案するものです。

〈参考〉松浦伸和編著（2022）．『中学校外国語「主体的に学習に取り組む態度」の学習評
価完全ガイドブック』．明治図書

令和５年５月　　
岐阜大学教育学部　瀧沢広人
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「聞くこと」の目標と「まとまりごとの評価規準」

目標と評価規準は、以下になります（強調は筆者）。

1
「聞くこと」における
「主体的に学習に取り組む態度」

知識及び技能 思考力、判断力、
表現力等

学びに向かう力、
人間性等

ア はっきりと話されれば，日常的な話題について，必要な情報を聞き取ることがで
きるようにする。 

イ はっきりと話されれば，日常的な話題について，話の概要を捉えることができるよ
うにする。 

ウ はっきりと話されれば，社会的な話題について，短い説明の要点を捉えることがで
きるようにする。

指導目標

評価規準

知識及び技能 思考力、判断力、
表現力等

主体的に学習に
取り組む態度

［知識］　英語の特徴やき
まりに関する事項を理解
している。
［技能］　実際のコミュニ
ケーションにおいて，日
常的な話題や社会的な話
題について，はっきりと
話された文章等を聞いて，
その内容を捉える技能を
身に付けている。

コミュニケーションを行
う目的や場面，状況など
に応じて，日常的な話題
や社会的な話題について
はっきりと話される文章
を聞いて，必要な情報や
概要，要点を捉えている。

外国語の背景にある文化
に対する理解を深め，話
し手に配慮しながら，主
体的に英語で話されるこ
とを聞こうとしている。
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「話し手に配慮する」とは？

「話し手に配慮して聞く」とは、どういうことでしょうか。どういう態度
となって現れるのでしょうか。
１　聞いていることを相手に伝える
大学生が授業でスピーチをしているとき、私はときどき、聞いている学生

を意図的に見ることがあります。ほとんどの学生は、スピーカーを見て聞い
ています。ときには、頷きながら反応している学生もいます。そして、楽し
いときは、笑い、びっくりした時には、驚いた表情をします。
話を聞きながら、相づちを打ったり、質問されたら適切に答えたりするこ

とも、話を聞いていることを話し手に伝えることにつながります。
無表情で聞かれるよりか、なんらかの反応があるほうが、話し手にとって

は、話しやすくなるでしょう。
２　相手の話に興味を示す
話す意欲の原動力は、なんといっても聞いている人が興味を持って話を聞

いてくれることではないでしょうか。興味を持って話を聞いてくれると嬉し
く感じ、だんだんと話にも熱がこもります。聞き手の反応が、フィードバッ
クとして、話し手に伝わるのです。
もっと深く知りたいと思えば、聞き手は質問するでしょうし、視覚物が提

示されれば、それをもっとよく見ようと、聞き手は前のめりになるでしょう。
３　話し手の意図を掴む
話し手がうまく自分の思いを伝えられないとき、無言でいるのではなく、

「こういうこと？」と、他の語句で言い換え、話し手の意図を理解している
ことを示すことも、話し手への配慮となります。
また、もし、相手の話が分からなくなってきたら質問し、理解度の調整を

図り、話し手の意図を正しく掴もうと思う気持ちも話し手への配慮になりま
すし、同時に、次の「主体的に聞く」も重なります。
さらに、話し手の発言を遮るのではなく、話を最後まで聞くことも大事な

配慮となってきます。
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非言語コミュニケーション③　「ジェスチャー」

プリントを配るとき、How many do you need?（何枚必要？）と列の最
初の人に尋ねると、Six.（６枚です）と言いながら、時々、指で６を示して
くれる生徒がいます。
本来は言葉だけで十分なのですが、このように指でも示してくれる生徒

は、相手の立場にたって考えられる生徒であると思います。聞き手からする
と、言葉にジェスチャーをのせるとより伝わりやすくなります。ただ、国に
よってジェスチャーの意味が異なる場合がありますので、配慮が必要です。

□✓　数字を指で表す　
□✓　大きさを手で示す
□✓　「いいね」というとき、親指を見せて、Good.と言う
□✓　No.のとき、首を横に振る

指導のポイント

次のような会話を生徒と行いながら、教師が、意図的にジェスチャーを
使ってみます。

T:  What pets do you have?　　　　S1:  I have a dog.

T:  One dog?（指を１本出す）　　　S1:  Yes.

4
時間    10分　 時期   4月　

「ジェスチャー」を使用し、
伝えやすくしようとする

中学 1年 話すこと（やり取り・発表）
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T:  Is your dog big or small?　（大きい、小さいを、手で示す）
T:  This size?（両手で大きさを示す）　　S1:  Yes. 

数名の生徒と会話しながら、教師がジェスチャーを使って見せます。その
後、次のように尋ねます。

T: 今、先生が英語を話すとき、どんな工夫をしていたか分かる？
S2:  ジェスチャー使っていた。
T:  You have two dogs.と言葉だけで言うのと、You have two（指を２本
出して見せる）dogs.と言うのと、どっちが伝わりやすくなると思う？

Ss:  指で示した方。
T:  大きさを示すとき、「だいたい 30cm」と言うのと、「このくらい」って、

言って、両手で示すのとでは、どっちが分かりやすくなるかな？
Ss:  両手で示した方。
T:  そうですね。英語を話すときには、特に、言葉だけでなく、ジェスチャー
を使って伝えると伝えやすくなりますね。

指導目標と評価

目標 ジェスチャーを使用し、伝えやすくしようとする。

評価規準 ジェスチャーを使用し、伝えやすくしようとしている。

評価
基準

a
相手意識を持ち、ジェスチャーを適切に使用し、伝えやす
くしている。

b ジェスチャーを使用し、伝えやすくしようとしている。

c ジェスチャーを用いると効果的な場面で、用いていない。

評価場面
パフォーマンステスト（　✓　）　観察（　✓　）　
自己評価（　✓　）　ワークシートの記述（　　　）
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批判的な読み（Critical Reading）の方法を教える

コミュニケーションとしての「読み」は、読んで内容を理解すればよいと
いうことだけではありません。読んだことについて、どのように感じたか、
また、それについてどう思うか、考えるか。そのような感想や意見を持って
読むことが、主体的に読もうとする姿であり、書き手との対話になります。　
これが「批判的に読む」ということです。「批判的な読み」とは、筆者の

要点を正確に読み取り、自分の考え・論理をつくっていく読み方となります。
そのためには、書かれている事柄が「事実」なのか、筆者の「意見」なの

かを区別して読むことが大切です。

□✓　批判的に読む
　　☞ 筆者の要点や事実を正確に掴む
　　☞「感想」を持つ
　　☞「考え・意見」を持つ
　　☞「主張」を持つ
□✓　事実と意見を分けて読む

情報や要点を掴む

読むことは、3つあります。「情報を掴む」・「概要を掴む」・「要点を掴む」
となります。生徒にも、読みながら、情報や概要、要点を掴ませるように読

27
時間    10分　 時期   10～ 3月　

感想や意見を持って
読もうとする

中学 2年 読むこと
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ませます。
最初のうちは、教師の発問により、それらを掴ませるようにしていきます

が、教師の発問がなくても、生徒自らが、大切な情報には下線を引いたり、
要点に波線を引いたりしていくことができるよう育てていくことが主体的に
読むことを行わせる指導となります。

T:  Underline the important information on this page.大切な情報に下線
を引きましょう。

Ss: （大切だと思う情報に線を引く）
T:  What is the main point on this page? Underline it with a wavy line. 

一番大切な文は、どれでしょうか。波線を引きましょう。
Ss: （大切な文に波線を引く）
T:  What do you think of landmines?  Write on your notebook.

Ss: （地雷について、ノートに自分の考えを書く）
S1:  （I hope every landmine should be disappeared from our earth.）（ノー
トに自分の考えを書く）

指導目標と評価

目標 感想や意見を持って、読もうとする。

評価規準 感想や意見を持って、読もうとしている。

評価
基準

a 自ら感想や意見を持って、読もうとしている。

b 感想や意見を持って、読もうとしている。

c 感想や意見を持つことができない。

評価場面
パフォーマンステスト（　　　）　観察（　✓　）　
自己評価（　　　）　ワークシートの記述（　✓　）
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